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書籍の概要 
 

テストは、なぜ、どのように「科学的」になった
のか。 
本書は、 19 世紀中葉から現代に至る教育測定

の歩みを、理論・政策・実践の三つの軸から描き出
す。教育を測る試みが生み出した理念、制度、そし
て葛藤の歴史をたどる。大規模テスト、妥当性、項
目反応理論、政策、アセスメントなどのトピックか
ら、教育測定の課題への取り組みと研究成果を吟
味する。   

 

著者から一言 
 

教育測定（Educational Measurement）の歴史
とは、テスト理論の知識と学力調査や大学入試な
どそれを用いる制度的な知識の両者の関係を描き
出す学際分野領域の研究と言えます。科学史・科学
社会学の書籍として、実際に教育測定の理論に関
わった第一人者による解説と、米国におけるその
社会実装の経緯について深く知ることができる 1
冊です。 
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教育測定の歴史：  
「知を測る科学」の誕生と展開 
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